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1. 令和2年3月期第3四半期の連結業績（平成31年4月1日～令和元年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2年3月期第3四半期 64,462 0.9 4,916 40.8 5,191 38.8 3,505 40.3

31年3月期第3四半期 63,891 1.4 3,491 △12.4 3,741 △11.4 2,498 △18.8

（注）包括利益 2年3月期第3四半期　　2,698百万円 （△13.1％） 31年3月期第3四半期　　3,105百万円 （△36.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2年3月期第3四半期 138.88 ―

31年3月期第3四半期 98.99 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2年3月期第3四半期 96,192 51,964 53.8 2,050.07

31年3月期 89,780 49,759 55.2 1,962.85

（参考）自己資本 2年3月期第3四半期 51,754百万円 31年3月期 49,550百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

31年3月期 ― 9.00 ― 10.00 19.00

2年3月期 ― 9.50 ―

2年3月期（予想） 9.50 19.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 令和 2年 3月期の連結業績予想（平成31年 4月 1日～令和 2年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 91,000 △5.8 5,700 △0.1 5,900 △1.2 4,100 0.0 162.42

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2年3月期3Q 27,060,000 株 31年3月期 27,060,000 株

② 期末自己株式数 2年3月期3Q 1,816,064 株 31年3月期 1,815,993 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2年3月期3Q 25,243,967 株 31年3月期3Q 25,244,148 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



【参考】個別業績の概要 

（１）令和２年３月期第３四半期の個別業績（平成31年４月１日～令和２年12月31日） 

ａ．個別経営成績（累計） 

  （％表示は対前年同四半期増減率） 
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

２年３月期第３四半期 63,580 2.2 4,845 42.5 5,124 40.2 3,468 41.1 

31年３月期第３四半期 62,237 1.3 3,399 △13.5 3,654 △12.4 2,458 △21.9 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

  円 銭 

２年３月期第３四半期 137.38 

31年３月期第３四半期 97.40 

 

ｂ．個別財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

２年３月期第３四半期 95,141 50,990 53.6 

31年３月期 88,523 48,860 55.2 
 
（参考）自己資本 ２年３月期第３四半期 50,990 百万円   31年３月期 48,860 百万円 

（注）上記個別業績は、四半期財務諸表規則に基づいて作成していますが、法定開示におけるレビュー対象ではありませ

ん。 

 

（２）令和２年３月期の個別業績予想（平成31年４月１日～令和２年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率） 
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 89,460 △5.2 5,660 2.2 5,850 0.7 4,050 0.8 160.43 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

個別業績予想は、現時点における入手可能な情報に基づいており、実際の業績は、様々な要因により予想値と異なる

可能性があります。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、輸出が弱含みで推移し一部の製造業の減益傾向が顕著にな

るなか、企業の業績は総じて好調を維持しており、経済対策や関連予算等の着実な実施や雇用・所得環境の改善を

背景に個人消費は拡大傾向であることから、景気は安定基調を維持しております。しかしながら長期間にわたる米

中貿易摩擦問題など世界経済は不確実性を増しており、依然として先行き不透明な状況が続いています。

 建設業界におきましては、政府の公共投資並びに民間投資は堅調に推移しているものの、施工を行う技術者不足

が解消されていないことに加え、受注競争の激化等引き続き厳しい環境が続いております。

 このような情勢下、当社グループは、安全と品質確保並びに技術力の向上を重点に事業活動を積極的に進めまし

た結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は64,462百万円（前年同期比 571百万円増加）となりま

した。利益におきましては、営業利益が4,916百万円（前年同期比 1,425百万円増加）、経常利益は5,191百万円

（前年同期比 1,450百万円増加）で親会社株主に帰属する四半期純利益は3,505百万円（前年同期比 1,006百万円

増加）となりました。なお、当社グループの主たる事業であります建設事業は工事の完成引渡しが下半期、特に第

４四半期に偏るという季節的変動要因があります。 

 

セグメントの業績は、次の通りであります。 

（建設事業）

当第3四半期連結累計期間については、完成工事高は前年同期比429百万円（0.7％）増加の64,716百万円となっ

たことなどに伴い、セグメント利益は前年同期比1,321百万円（19.5％）増加の8,108百万円となりました。 

（不動産事業等）

当第３四半期連結累計期間については、兼業事業売上高が前年同期比127百万円（16.1％）増加の921百万円とな

ったことなどに伴い、セグメント利益は前年同期比172百万円増加の337百万円となりました。 

(２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ投資有価証券が1,237百万円、電子記

録債権が398百万円、建物・構築物が321百万円減少しましたが、現金預金が3,607百万円、未成工事支出金が2,399

百万円、流動資産のその他が2,030百万円増加したことなどにより6,411百万円増加して96,192百万円となりまし

た。

 負債につきましては、電子記録債務が2,410百万円、賞与引当金が1,997百万円、支払手形・工事未払金等が

1,135百万円減少しましたが、短期借入金が6,004百万円、長期借入金が1,116百万円、流動負債のその他が3,151百

万円増加したことなどにより、4,206百万円増加の44,227百万円となりました。

 純資産につきましては、その他有価証券評価差額金が859百万円減少しましたが、利益剰余金が3,013百万円増加

したことなどにより、2,204百万円増加の51,964百万円となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今年度通期の売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益の連結業績予想については、本

日（令和２年１月27日）に公表しました通りであります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 8,263 11,871 

受取手形・完成工事未収入金等 43,494 44,059 

電子記録債権 663 264 

未成工事支出金 961 3,361 

その他のたな卸資産 202 165 

その他 1,557 3,587 

貸倒引当金 △24 △24 

流動資産合計 55,118 63,286 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 7,359 7,037 

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 782 748 

土地 3,942 3,896 

建設仮勘定 2 34 

有形固定資産合計 12,086 11,716 

無形固定資産    

ソフトウエア 686 555 

その他 23 22 

無形固定資産合計 709 578 

投資その他の資産    

投資有価証券 21,378 20,141 

その他 509 525 

貸倒引当金 △21 △56 

投資その他の資産合計 21,866 20,610 

固定資産合計 34,662 32,906 

資産合計 89,780 96,192 

 

- 3 -

名工建設（株）（1869）令和2年3月期第3四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成31年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(令和元年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 12,284 11,148 

電子記録債務 7,910 5,500 

短期借入金 1,318 7,322 

1年内償還予定の社債 1,000 1,000 

未払法人税等 1,160 604 

未成工事受入金 1,132 1,535 

完成工事補償引当金 21 22 

工事損失引当金 230 106 

賞与引当金 2,548 550 

役員賞与引当金 73 15 

その他 4,203 7,354 

流動負債合計 31,883 35,160 

固定負債    

社債 200 200 

長期借入金 1,814 2,930 

繰延税金負債 3,099 2,744 

退職給付に係る負債 2,249 2,413 

その他 774 779 

固定負債合計 8,138 9,067 

負債合計 40,021 44,227 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,594 1,594 

資本剰余金 1,823 1,823 

利益剰余金 37,031 40,044 

自己株式 △948 △948 

株主資本合計 39,500 42,513 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 10,345 9,485 

退職給付に係る調整累計額 △295 △247 

その他の包括利益累計額合計 10,050 9,238 

非支配株主持分 209 212 

純資産合計 49,759 51,964 

負債純資産合計 89,780 96,192 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

売上高 63,891 64,462 

売上原価 56,926 55,999 

売上総利益 6,964 8,463 

販売費及び一般管理費 3,472 3,546 

営業利益 3,491 4,916 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 229 249 

受取地代家賃 58 60 

その他 18 22 

営業外収益合計 306 333 

営業外費用    

支払利息 47 50 

その他 8 8 

営業外費用合計 56 58 

経常利益 3,741 5,191 

特別利益    

固定資産売却益 1 23 

特別利益合計 1 23 

特別損失    

固定資産売却損 - 50 

固定資産除却損 2 5 

投資有価証券評価損 42 - 

特別損失合計 45 55 

税金等調整前四半期純利益 3,697 5,159 

法人税等 1,184 1,649 

四半期純利益 2,512 3,509 

非支配株主に帰属する四半期純利益 13 4 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,498 3,505 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 

 至 平成30年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成31年４月１日 
 至 令和元年12月31日) 

四半期純利益 2,512 3,509 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 567 △859 

退職給付に係る調整額 25 48 

その他の包括利益合計 593 △811 

四半期包括利益 3,105 2,698 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 3,092 2,693 

非支配株主に係る四半期包括利益 13 4 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

 税金費用の算定については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。な

お、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 
  建設事業 不動産事業等 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 63,164 726 63,891 - 63,891 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
1,121 66 1,188 △1,188 - 

計 64,286 793 65,079 △1,188 63,891 

セグメント利益 6,786 164 6,951 △3,460 3,491 

（注）１．セグメント利益の調整額△3,460百万円には、セグメント間取引消去12百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△3,472百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成31年４月１日 至 令和元年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注１） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注２） 
  建設事業 不動産事業等 合計 

売上高          

外部顧客への売上高 63,595 866 64,462 - 64,462 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
1,120 55 1,175 △1,175 - 

計 64,716 921 65,637 △1,175 64,462 

セグメント利益 8,108 337 8,445 △3,528 4,916 

（注）１．セグメント利益の調整額△3,528百万円には、セグメント間取引消去17百万円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△3,546百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに

帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．補足情報

（１）部門別受注高比較表（連結） 

（単位 百万円）
 

区分 
平成31年３月期 令和２年３月期 

比較増減 増減率
第３四半期 構成比 第３四半期 構成比

    ％   ％   ％

土木 38,634 64.6 45,558 77.8 6,923 17.9

建築 21,151 35.4 13,007 22.2 △8,143 △38.5

計 59,785 100.0 58,565 100.0 △1,219 △2.0

官公庁 12,155 20.3 13,610 23.2 1,455 12.0

民間 47,630 79.7 44,955 76.8 △2,675 △5.6

計 59,785 100.0 58,565 100.0 △1,219 △2.0

 

（２）部門別売上高比較表（連結） 

（単位 百万円）
 

区分 
平成31年３月期 令和２年３月期 

比較増減 増減率
第３四半期 構成比 第３四半期 構成比

完成工事高   ％   ％   ％

土木 44,131 69.9 46,584 73.3 2,452 5.6 

建築 19,032 30.1 17,011 26.7 △2,020 △10.6 

計 63,164 100.0 63,595 100.0 431 0.7 

官公庁 13,758 21.8 15,429 24.3 1,671 12.1 

民間 49,405 78.2 48,166 75.7 △1,239 △2.5 

計 63,164 100.0 63,595 100.0 431 0.7 

兼業事業売上高 726 ― 866 ― 139 19.2

総売上高 63,891 ― 64,462 ― 571 0.9

 

（３）部門別繰越高比較表（連結） 

（単位 百万円）
 

区分 
平成31年３月期 令和２年３月期 

比較増減 増減率
第３四半期 構成比 第３四半期 構成比

    ％   ％   ％

土木 53,122 73.0 51,967 76.4 △1,154 △2.2 

建築 19,681 27.0 16,090 23.6 △3,590 △18.2 

計 72,804 100.0 68,058 100.0 △4,745 △6.5 

官公庁 25,330 34.8 20,304 29.8 △5,025 △19.8 

民間 47,473 65.2 47,754 70.2 280 0.6 

計 72,804 100.0 68,058 100.0 △4,745 △6.5 
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